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し
み
ん
の

広
場田

原
ま
つ
り
会
館
は
、
田
原
市
独
自
の
文
化
を
発
信

す
る
施
設
で
す
。
田
原
市
の
城
下
町
文
化
を
伝
え

る
山
車
の
展
示
や
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る
田
原

凧
な
ど
を
中
心
に
、
壮
大
な
ま
つ
り
の
情
景
を
再
現
し
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
館
が
、
案
内
看
板
や
ト
イ
レ
な
ど
の
一
部
改
装

を
終
え
、
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

玄
関
ホ
ー
ル
で
は
、
初
孫
の
誕
生
を
祝
い
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
な
ど
を
願
う
た
め
の
「
初
凧
」
が
、
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

▪
城
下
町
文
化
の
粋
を
伝
え
る
山
車

　

施
設
１
階
に
は
、
本
町
の
「
神じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
し
ゃ

功
皇
后
車
」
と
、
萱
町

の
「
総そ

う
だ
い
し
ゃ

代
車
」
の
２
台
の
山
車
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
華
や

か
な
姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
階

の
展
示
室
で
は
、
祭
典
や
花
火
に
関
わ
る
道
具
の
展
示
も

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
大
空
を
縦
横
無
尽
・
田
原
の
凧

　

三
河
地
方
は
日
本
で
も
有
数
の
伝
統
凧
の
宝
庫
。
こ
こ

田
原
市
で
も
、「
初
凧
」
と
「
け
ん
か
凧
」
は
、
現
在
も

個
性
豊
か
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

田
原
ま
つ
り
会
館
で
は
、

三
河
有
数
の
巨
大
凧
「
熊
金
」

を
展
示
し
て
お
り
、
そ
の
迫

力
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
壁
一
面
に
装
飾
さ
れ

た
色
鮮
や
か
な
数
々
の
田
原

凧
も
必
見
で
す
。

※
５
月
25
日
土
・
26
日
日
に
は
、
伝
統
の
『
第
53
回
田
原

凧
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
田
原
ま

つ
り
会
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民発
!

◦巨大凧「熊金」

田原市博物館

〒田原
郵便局

田原城跡●
崋山神社●

田原市役所
●

●
道の駅

めっくんはうす

G.S.
●

至伊
良湖

豊橋鉄道渥美線

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
報
た
は
ら
に
寄
せ
ら
れ
る
お
便
り
の
中
に
は
、
防
災
や
健
康
に
関
す

る
こ
と
、
公
共
施
設
や
地
域
に
関
す
る
情
報
を
教
え
て
ほ
し
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
田
原
ま
つ
り
会
館
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成25年5月15日　　　　　　　　　　　　　│2│

◦リニューアルした田原まつり会館

◦館内２階の展示室 ◦展示されている本町と萱町の山車

◦玄関には田原凧を展示

◦打ち上げ花火の尺玉

❖田原まつり会館

電　　話：22局7337
開館時間：9:00～ 17:00
　　　　　（入館は16:30まで）
休 館 日：月曜日（祝日の場
　　　　　合はその翌平日）
入 館 料：無料

　
　
田
原
ま
つ
り
会
館
が
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　
館
内
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
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地
域
が
守
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち

【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
25
年
３
月
末
現
在

１
３
９
５
人
・
３
７
５
世
帯

【
概
要
】

市
の
中
心
部
か
ら
や
や
南
西
に
位
置
し
、

北
は
山
々
に
囲
ま
れ
、
三
方
に
農
地
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
１
校
区
１
自
主
防
災
会
で

組
織
さ
れ
、
訓
練
や
研
修
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
って
い
ま
す
。

【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
25
年
３
月
末
現
在

１
３
３
１
人
・
３
５
１
世
帯

【
概
要
】

市
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北
に
は
緑
豊
か

な
山
々
が
連
な
り
、
南
は
太
平
洋
に
面
し
て

い
ま
す
。
３
つ
の
自
主
防
災
会
で
は
、
津
波

か
ら
の
避
難
対
策
や
家
屋
の
倒
壊
を
防
ぐ

た
め
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

効
果
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
、
拡
充

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

1
家
具
固
定
講
習
会
2
木
造
住
宅
無
料

耐
震
診
断
の
啓
発
・
実
施
3
女
性
対
象
の

防
災
講
習
会
4
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点

検
な
ど

【
取
り
組
み
成
果
】

今
ま
で
と
視
点
を
変
え
た
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
世

代
や
性
別
を
問
わ
ず
、
幅
広

く
校
区
民
へ
の
防
災
意
識
の

啓
発
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

気
軽
に
参
加
で
き
る
訓
練
や

講
習
会
を
開
催
し
て
い
く
と

と
も
に
、
引
き
続
き
木
造
住

宅
無
料
耐
震
診
断
や
家
具
固

定
な
ど
の
啓
発
を
行
い
、
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

地
震
・
津
波
対
策
の
徹
底
！

新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

1
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
啓
発
2
地

震
・
津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
修
正
・
配
布
3

防
災
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
4
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
促
進
な
ど

【
取
り
組
み
成
果
】

地
震
・
津
波
避
難
マッ
プ
の
見
直

し
な
ど
、
避
難
に
つ
い
て
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
に

取
り
組
ん
だ
防
災
キ
ャ
ン
プ
を

通
じ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

マッ
プ
を
活
用
し
た
避
難
訓
練
や
、

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
の
啓

発
を
継
続
的
に
行
って
い
く
と
と

も
に
、
訓
練
や
講
演
会
の
参
加
者

拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
１
】　

田
原
南
部
校
区

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
２
】　

和
地
校
区

田
原
市
で
は
、
市
内
す
べ
て
の
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
24
年

度
の
『
自
主
防
災
活
動
重
点
支
援
地
区
』
と
し
て
、
田
原
南
部
校
区
と
和
地
校
区

が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◦家具固定講習会

◦避難訓練

◦避難状況を確認する自主防災会役員（避難訓練）

◦防災キャンプ

│3│　　　　　　　　　　　　　平成25年5月15日
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▲青少年子ども教室でスライムを作る児童たち ▲地域住民なども参加する「ゆりのき祭り」

若
戸
校
区
は
、
南
は
壮
大
な
太
平
洋

に
面
し
、
北
は
半
島
を
縦
断
す
る

山
並
み
が
連
な
り
、
田
原
市
最
高
峰
の
大

山
（
標
高
３
２
７
・
９
ｍ
）
が
あ
る
な
ど
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

若
戸
校
区
で
は
、「
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
の一
環
と
し
て
、
市
民
館
を
拠
点
に

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ゆ
り
の
き
祭
り

　

こ
の
祭
り
は
、
若
戸
小
学
校
の
校
庭
に

あ
る
ユ
リ
ノ
キ
を
シ
ン
ボ
ル
に
、
昭
和
59

年
か
ら
毎
年
５
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
ゲ
ー
ム
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
各
教
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

児
童
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
住
民
や

保
育
園
児
も
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
大

人
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
話
題

若
戸
校
区

地
域
力
を
生
か
し
た

活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
な
ど
を
通
じ
、地
域
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
て
い
る

若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

市
民
館
ま
つ
り

　

毎
年
10
月
に
開
催
し
、
多
く
の
住
民
の

皆
さ
ん
が
足
を
運
ぶ
恒
例
行
事
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
赤
羽
根
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
で
幕
が
開
か
れ
、
芸

能
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
絵
画
や
生
け

花
な
ど
の
作
品
展
示
や
各
種
団
体
に
よ
る

ク
レ
ー
プ
屋
台
な
ど
の
出
店
も
あ
り
、
終

日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

青
少
年
子
ど
も
教
室

　

こ
の
教
室
は
、子
ど
も
た
ち
に
「
作
る
」

「
学
ぶ
」「
考
え
る
」
な
ど
の
体
験
を
通
じ

て
、
日
常
と
は
違
っ
た
経
験
を
し
て
も
ら

お
う
と
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、「
闇
夜
で
光
る
ス
ラ

イ
ム
作
り
」「
ミ
サ
ン
ガ
作
り
」「
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
作
り
」「
親
子
で
作
る
凧
作
り

教
室
」「
親
子
で
行
く
遠
州
三
山
め
ぐ
り
」

な
ど
年
６
回
開
催
し
、
約
２
５
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
校
区
合
同
運
動
会
」、
地

域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
と
保
育

園
児
が
交
流
す
る
「
校
区
ふ
れ
あ
い
会
」、

練
習
の
成
果
を
競
い
合
う
「
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
絆
を
地
域
力
に

　

こ
の
よ
う
な
地
域
行
事
を
通
じ
て
人
と

人
と
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
同
世
代
、
異

世
代
間
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て

地
域
の
活
力
も
絆
も
一
層
高
ま
る
こ
と
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
結
び
つ

き
が
、
地
域
防
犯
、
地
域
防
災
な
ど
生
活

に
欠
か
せ
な
い
、「
か
け
が
え
の
な
い
礎
」

と
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
若
戸
校
区
で
は
、
地
域
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲若戸保育園児による歌の発表
　（市民館まつり）
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公開審査会を開催しました

本年度、市民活動団体を支援する「田原市市民協働ま
ちづくり事業補助金」に応募のあった提案事業の公

開審査会を開催しました。各団体からの熱い思いが込もっ
たプレゼンテーションに対して、「田原市市民協働まちづ
くり会議」から選出された５名の審査委員が「公益性」「先
駆性」などを基準に審査を行いました。審査の結果、採択
された事業は以下のとおりです。今後、各団体の事業がス
タートします。市民のみなさんが参加できるものもありま
すので、ぜひ参加してみてください。
◉少額補助は平成26年1月末まで受付
　事業費が 10 万円未満の少額な事業は、平成 26 年１月末まで随時募集（予算の範囲内）を行っています。
手続きは書類審査とヒアリングのみです。ぜひご利用ください。

団体名 事業名 補助要望額

清田・福江校区クリーンアップ隊 渥美半島おもてなし道路清掃活動事業 60,000円

NPO エコウインドネット エコの風おこそう会！事業 200,000円

H
ハ ッ ピ ー

appy D
ダ ブ

ub 伊良湖音楽とマーケットの祭典 88,000円５月１９日日午前１０時～午後５時
休暇村伊良湖にて

1ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ 23局0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

│5│　　　　　　　　　　　　　平成25年5月15日

市民活動を応援するページ
市民協働まちづくり事業補助金市民活動をサポート

◉補助金採択団体一覧

いじめられても生きようよ
　近日、ニュースによく取り上げられているいじめ自殺問題。心理的に追い詰められた子どもたちを救うことは
できないのでしょうか。過去にいじめに遭った方の経験を聴き、参加される皆さんで話し合う機会を設けました。
　一向に減らないいじめ自殺問題について、みんなで話し合い、考えてみましょう。

イベント紹介

◦日　時：6 月1 日土　午後 2 時～ 4 時
◦場　所：田原福祉センター 3 階　大会議室
◦参加費：無料
◦内　容：【前半】当事者による体験談「いじめ体験・大人の対応・命について」
　　　　  【後半】参加者みんなでディスカッション
◦定　員：30 名（どなたでも参加できます）※申し込みが必要です。
◦主　催：人づくりネットワーク　メリーゴーランド
◦申し込み＆問い合わせ： 090-1724-6948/090-8139-6116（永井）
	 36 局 2157 kazun-1976@tees.jp

▲プレゼンテーション風景（田原文化会館）
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　今回は、小学校での「春の遠足」の様子と、中学校での「オリエ
ンテーション合宿」の様子をご紹介します。

●学校教育課☎２３局３６７９

赤羽根中学校「オリエンテーション合宿」
赤中生になるためのステップ！

　赤羽根中学校では、毎年４月の第２週に、１年生の
オリエンテーション合宿が行われます。宇津江町にあ
る青年の家までの片道約９㎞の道のりをサンテパル
クたはら経由でグループごとに歩きます。生徒たちに
とっては、中学校に入学してはじめの試練です。
　高松、赤羽根、若戸、３小学校からの入学して間もな
い生徒たちが、クラスの新しい仲間たちとグループを
組み、声を掛け合って歩く姿はほほえましくもありま
す。このオリエンテーション合宿では、「相手を思いや

る気持ち」や「我慢する根気強さ」を育てること、また「友だちのよい面を
見つけ、仲間の輪を広げる」ことを目的に活動します。そのために工夫さ
れたプログラムがあり、いろいろなゲームを通して友だち作りをしたり、
中学生としてのライフスタイルを学んだりします。そして、赤中生として
どんな生徒になりたいかの「目標」を決めます。この合宿が、本当の赤中生
になるためのステップとなり、団結力を育んでいるのです。

　　高松小学校「春の遠足」
　　海と山　自然に親しもう　春の遠足！
　
　高松小学校では、自然に親しむ機会として、隔年で
新井海岸と尾村山へ春の遠足に出かけています。
　この遠足は「海で遊びながら、自然のすばらしさを
感じてほしい」「登山を通じて、気力と自然を大切に
思う気持ちを育てたい」などをねらいとしています。
　子どもたちはフレンズ班（縦割り）で行動し、海岸
では、サンドレリーフを作り、新入生を歓迎するゲー
ムをしています。
　昨年の遠足は、新井海岸へ行きましたが、サンドレ
リーフを始めた途端に雨。学校に戻りフレンズ班対
抗のレクリェーションをして楽しみました。
　一昨年は、赤羽根文化広場で「ころがしドッジボー
ル」と「氷おに（鬼ごっこ）」を楽しんだ後、尾村山へ登
りました。フレンズ班ごとに行動し、高学年が低学年
の世話をしています。山頂での弁当は格別です。
　春の遠足は、子どもたちにとって、校区の自然とふ
れあう貴重な行事となっています。

平成25年5月15日　　　　　　　　　　　　　│6│

◦合宿のスタート前には全員で校歌を合唱

◦中継地点を目指すグループ

◦みんなで協力して作ったサンドレリーフ

◦盛り上がったころがしドッジボール



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

4
月

4
月

　

田
原
市
戦
没
者
追
悼
式
が
、田
原
市
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、市
の
主
催
に
よ
り
無
宗
教
で
行
わ

れ
ま
し
た
。遺
族
や
関
係
者
な
ど
約
６
０
０
名
が

参
列
し
、先
の
大
戦
な
ど
で
尊
い
命
を
失
っ
た

２
２
２
７
柱
の
英
霊
に
黙
と
う
や
献
花
を
手
向

け
、恒
久
の
平
和
を
願
い
ま
し
た
。

　

市
民
緑
花
ま
つ
り
が
は
な
の
き
広
場
と
田
原
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、約
７
０
０
０
名
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。会
場
で
は
、花
苗
の
即
売
や

各
種
体
験
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、フ
ラ
ワ
ー
作
品

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、来
場
者
の
投
票
で
冨
田
松
子

さ
ん（
大
草
町
）が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲追悼の言葉を述べる福井春男田原市遺族連合会会長

▲木のペンダントを作る参加者たち（子ども工作教室）

遺
族
の
援
護
と

恒
久
平
和
を
祈
念

緑
豊
か
な

ま
ち
を
目
指
し
て

４
月
11
日［
木
］

４
月
14
日［
日
］

　
「
愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
パ
ー
ト
25
」

や
し
の
実
対
面
式
が
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。昨
年
６
月
、石
垣
島
か
ら
投
流
し
た

１
０
５
個
の
う
ち
、３
個
が
11
年
ぶ
り
に
渥
美
半
島

に
漂
着
。や
し
の
実
オ
ー
ナ
ー
と
拾
っ
た
方
の
２
組

が
招
待
さ
れ
笑
顔
で
対
面
を
果
た
し
ま
し
た
。

願
い
を
込
め
た

や
し
の
実
が
漂
着

４
月
６
日［
土
］

▲拾った方からやしの実を受け取るオーナーの皆さん（白リボン）

│7│　　　　　　　　　　　　　平成25年5月15日



を
築
く
。

◦
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
民
や
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
太
陽
光
発
電

な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
る
。

◦
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

省
エ
ネ
設
備
の
導
入
や
家
庭
に
お
け
る
エ
コ

ラ
イ
フ
の
推
進
な
ど
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
化

を
図
る
。

◦
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

都
市
機
能
の
整
備
や
公
共
交
通
の
整
備
な

ど
、
快
適
性
や
利
便
性
の
高
い
低
炭
素
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

◦
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

緑
の
回
廊
の
形
成
や
市
民
緑
地
の
推
進
な

ど
、
自
然
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
自
然
の
復

元
を
目
指
す
。

◦
エ
コ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
振
興
な
ど
環
境
面

で
優
位
性
を
持
つ
産
業
基
盤
を
構
築
す
る
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

◉
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
推
進

計
画
を
改
訂
し
ま
し
た

　

平
成
16
年
３
月
に
策
定
し
た
「
た
は
ら

エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
推
進
計
画
」
は
、

平
成
19
年
３
月
に
一
次
改
訂
し
、
昨
年
度

二
次
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
る
『
環
境
と
共

生
す
る
豊
か
で
持
続
す
る
地
域
づ
く
り
』

を
実
現
す
る
た
め
、
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

▪
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◦
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

菜
の
花
栽
培
や
菜
種
の
利
活
用
な
ど
、
菜
の

花
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
農
地
の
健
全
化
を
図

る
。

◦
資
源
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
般
廃
棄
物
や
下
水
道
汚
泥
な
ど
、
貴
重
な

資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
再
利
用
す
る
社
会

大
気
汚
染
物
質
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
係
る
注

意
喚
起
の
愛
知
県
指
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。今
回
は
、そ
の
指
針
を
ご
紹
介

し
ま
す
。な
お
、東
三
河
地
域
の
測
定

値
は
、田
原
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
情
報
の
発
令

午
前
5
時
～
午
後
7
時
の
Ｐ
Ｍ
２・５
濃

度
の
1
時
間
値
の
平
均
値
が
85
μ
ｇ
／

㎥
を
超
過
、
ま
た
は
超
過
す
る
と
予
想

さ
れ
る
と
き
、
愛
知
県
か
ら
Ｐ
Ｍ
２・５

注
意
喚
起
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

◉
発
令
の
伝
達
方
法

防
災
行
政
無
線
お
よ
び
安
心
・
安
全
ほ
っ

と
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

◦
外
出
や
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
で
き

る
だ
け
控
え
て
だ
さ
い
。

◦
外
出
時
に
は
、
微
小
粒
子
の
捕
集
効
率

の
高
い
マ
ス
ク
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
呼
吸
・
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る
方
、
子

ど
も
や
高
齢
の
方
は
、
体
調
に
応
じ
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
注
意
喚
起
情
報
の
解
除

測
定
値
が
50
μ
ｇ
／
㎥
以
下
に
な
っ
た
と

き
は
、
注
意
喚
起
情
報
を
解
除
し
ま
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想

84

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

12

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
１
５
１
人
・
事
業
所
83
か
所（
４
月
末
現
在
）

▪
新
た
に
取
り
入
れ
た
４
つ
の
視
点

①
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
の
導
入

②
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み

③
人
と
人
と
の
絆
の
重
要
性

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
抑
制

マ
ダ
ニ
対
策
に
つ
い
て

　

マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
が
引
き

起
こ
す
新
し
い
感
染
症
に
よ
り
、
国
内
で

８
名
の
死
亡
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平

成
25
年
４
月
15
日
現
在
）

　

対
策
と
し
て
は
、
マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
る

危
険
性
を
減
ら
す
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

マ
ダ
ニ
は
、
森
林
や
草
む
ら
に
広
く
生
息

し
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
し
ま
す
。

森
林
な
ど
へ
入
る
際
は
、
地
肌
が
隠
れ
る

服
装
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▪
も
し
噛
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　

刺
さ
れ
て
も
無
理
に
引
き
抜
か
ず
、
で

き
る
だ
け
病
院
で
処
置
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
発
熱
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合

は
、
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
感
染
リ
ス

ク
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

平成25年5月15日　　　　　　　　　　　　　│8│



25

徒
歩
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
通
勤
や
通
学
中
、
職
場
や

学
校
に
い
る
と
き
、
突
然
の
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
、
交
通
機
関
が
ま
ひ
し
た
と

き
の
こ
と
を
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
は
自

宅
ま
で
帰
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
は
、
外
出
中
に
大
災
害
が
起
き

た
時
、
無
事
に
自
宅
へ
帰
る
た
め
の
支

援
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
帰
宅
困
難
者
と
は

　

大
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、
公

共
交
通
機
関
の
運
行
が
止
ま
っ
た
場

合
、
自
宅
ま
で
帰
る
こ
と
が
困
難
な
人

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
公
共
交
通
機

関
だ
け
で
な
く
、
自
家
用
車
で
も
、
道

路
が
通
行
で
き
な
く
な
っ
た
り
渋
滞
に

な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
帰
宅
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

帰
宅
困
難
者
の
数
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、

県
内
で
最
大
約
85
万
人
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

▪
徒
歩
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

愛
知
県
と
「
災
害
時
に
お
け
る
徒
歩

帰
宅
者
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
事
業
所
で
は
、
災
害
で
交
通

が
途
絶
え
た
場
合
に
は
、
徒
歩
帰
宅
者

に
対
し
て
水
道
や
ト
イ
レ
、
道
路
情
報

な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

　

支
援
可
能
な
店
舗
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー

が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
、
自

宅
ま
で
歩
い
て
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
に
手
助
け
し
て
く
れ
る
施
設
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
覚
え

て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

▪
市
内
の
徒
歩
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◦
郵
便
局

◦
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
（
Ｊ
Ａ
を
除
く
）

◦
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉グリーンメッセージ※とは？
　長野県との県境、標高約900mにある道の駅「つ
ぐ高原グリーンパーク」のすぐそばにあります。姉妹都
市、設楽町に田原市が建設した交流拠点施設です。
※グリーンメッセージは「田原市ふれあいの館」の愛称

◉田原市民にお得な割引制度
　田原市の公共施設ですので、市民の皆さん（市内在
住・在勤・在学の方）には、お得な割引制度があります。

◉おすすめモデルコース

★印は、「ほの国こどもパスポート」が利
用できる施設です。ただし、茶臼山高原ス
キー場は冬期リフトのみ利用できます。

津具高原ペンション　グリーンメッセージ
姉妹都市、設楽町との交流拠点施設「グリーンメッセージ」と
その周辺施設を　　　　　　　　　　　　　ご紹介します。

●お問い合わせ
・田原市役所 政策推進課☎23局3507
・グリーンメッセージ（田原市ふれあいの館）
 ☎（0536）83局2343　  http://juns-kitchen.com/

～国内外との交流・多文化共生～

◎洋室１泊２日（田原市民料金）
区分 ２食付き 食事なし

高校生以上 5,700円 1,700円
小・中学生 4,100円 1,150円

１
日
目

川魚のつかみ取り
▶設楽町観光協会［要予約］
☎（0536）62局 1000

★奥三河郷土館
☎（0536）62局 1440
※火曜休み

こんにゃくづくり体験
JA愛知東［要予約］
☎（0536）62局1865

★田峯城
☎（0536）64局5505
※月曜休み

グリーンメッセージに宿泊

２
日
目

道の駅
つぐ高原グリーンパーク
川遊び、釣り、パターゴルフ
☎（0536）83局2344

きららの森、面ノ木園地
トレッキング
▶設楽町観光協会
☎（0536）62局 1000

★茶臼山高原スキー場
芝桜、スキー
☎（0536）87局2345

ルアー ･ フライ管理釣り場
▶設楽町観光協会
☎（0536）62局 1000

│9│　　　　　　　　　　　　　平成25年5月15日



記
入
の
う
え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
締
切

日
必
着

▼
文
化
財
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）　

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど
の
照
明
を
消

す
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ

の
参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
不
要
な
照
明
は
こ
ま
め
に

消
す
な
ど
、

省
エ
ネ
に

ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
事
業
所
な
ど　

▼
内
容
＝

６
月
21
日
（
金
）
～
７
月
７
日
（
日
）
／

午
後
８
時
～
10
時
の
２
時
間
、
施
設
照
明

な
ど
を
消
灯　

▼
申
し
込
み
＝
エ
コ
エ
ネ

推
進
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
直

接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て
／
登
録
票

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可　

▼
そ
の
他
＝
参
加
事
業
所
数
な
ど
の

実
施
状
況
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
課
内
）

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

▼
募
集
人
員
＝
３
名　

▼
採
用
期
間
＝
６

月
17
日
〜
７
月
19
日　

▼
勤
務
場
所
＝
保

美
町
、
赤
羽
根
文
化
財
収
蔵
庫
ほ
か

▼
勤
務
内
容
＝
発
掘
の
補
助
作
業
発
掘
出

土
品
の
整
理　

▼
勤
務
形
態
＝
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給

９
２
０
円
（
室
内
作
業
時
は
８
３
０
円
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
５
月
24
日
（
金
）
ま
で
に

文
化
財
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▪
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
製
作
基
礎
コ
ー
ス

▼
募
集
人
員
＝
５
名　

▼
対
象
＝
移
動
が

困
難
な
身
体
障
害
者
で
、
自
宅
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
設
備
が
あ
り
、
メ
ー
ル
ソ

フ
ト
や
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
等
の
基
礎
的
操

作
が
で
き
る
方　

▼
日
程
＝
７
月
２
日

（
火
）
～
10
月
４
日
（
金
）
の
期
間
の
毎

週
月
～
金
曜
日
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
＝
各
訓
練
生
宅　

▼
内
容
＝
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
記
述
、
画
像
編
集
等
の
技
術

を
習
得
し
、
在
宅
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
作
成

を
可
能
に
す
る　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
選
考
方
法

＝
面
接
で
選

考　

▼
申
し

込
み
＝
６
月

７
日
（
金
）

ま
で
に
公
共

職
業
安
定
所

に
て

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

☎（
０
５
３
3
）
93
局
２
１
０
２

　

施
設
の
有
効
活
用

お
よ
び
節
電
対
策
の

一
環
と
し
て
、
一
部

の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
早
朝
開
放
を
実

施
し
ま
す
。

▼
開
放
施
設
＝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
央
・

滝
頭
公
園
、
渥
美
運
動
公
園
）
／
野
球
場

（
滝
頭
公
園
、
緑
が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
）

／
多
目
的
広
場
（
中
央
・
滝
頭
公
園
、
緑

が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
、
赤
羽
根
文
化
広

場
）  

▼
開
放
期
間
／
曜
日
＝
６
月
15
日

（
土
）
～
９
月
15
日
（
日
）
／
た
だ
し
、

滝
頭
公
園
野
球
場
は
整
備
の
た
め
、
８
月

１
日
（
木
）
～
９
月
15
日
（
日
）
／
原
則
、

火
～
日
曜
日　

▼
開
放
時
間
＝
午
前
６
時

～
９
時　

▼
使
用
料
＝
各
施
設
の
規
定
の

使
用
料　

▼
申
し
込
み
＝
各
施
設
の
窓
口

で
直
接
申
し
込
み
（
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

は
不
可
）

▼
受
付
開
始
日
＝
６
月
１
日
（
土
）

▼
生
涯
学
習
課　

☎
22
局
６
０
６
１

22
局
６
４
５
５

保
美
貝
塚

発
掘
調
査
臨
時
職
員

募
集

W
A
N
TED

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
事
業
所

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

訓
練
生

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

夏
季
早
朝
開
放
し
ま
す

平成25年5月15日　　　　　　　　　　　　　│10│
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平
成
25
年
度「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」

に
休
日
即
日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査

は
無
料
・
匿
名
で
す
。

▼
日
時
＝
６
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～

11
時　

▼
場
所
＝
豊
川
保
健
所
（
豊
川
市

諏
訪
三
丁
目
２
３
７
）　

▼
そ
の
他
＝
感

染
の
機
会
か
ら
３
カ
月
以
上
た
っ
て
か
ら

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
豊
川
保
健
所
生
活
環
境
安
全
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
７
７

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
３
月
５
日
、
財
団
法
人
海
上
保
安
協
会

様
か
ら
、
海
浜
事
故
の
軽
減
、
津
波
避
難

啓
発
な
ど
の
た
め
、
注
意
看
板
１
基
。

（
日
出
海
岸
に
設
置
）

明
を
行
い
ま
す
。
里
親
制
度
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
定
員
＝
80
名
程
度

（
申
し
込
み
不
要
）　

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
日
時
＝
６
月

13
日
（
木
）
午

前
10
時
30
分
～

正
午　

▼
場
所

＝
愛
知
県
東
三

河
県
庁
大
会
議

室
（
２
階
）

▼
そ
の
他
＝
託
児
あ
り

▼
東
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）
54
局
６
４
６
５

◉
未
来
に
残
そ
う
青
い
海

◦
吸
殻
、
釣
り
糸
な
ど
を
海
に
ポ
イ
捨
て

し
な
い

◦
弁
当
容
器
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
は
持

ち
帰
る

◦
使
用
し
な
く
な
っ
た
ボ
ー
ト
は
放
置
せ

ず
、
適
正
に
処
分
す
る

◉
海
洋
汚
染
も
１
１
８
番

　

海
へ
の
ご
み
投
棄
や
海
洋
汚
染
、
海
で

の
事
件
・
事
故
を
見
か
け
た
ら
、
１
１
８

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
三
河
海
上
保
安
署

☎（
０
５
３
２
）34
局
０
１
１
８

▪
豊
川
養
護
学
校
（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

▼
期
日
＝
【
小
学
部
】
７
月
22
日
（
月
）、

10
月
28
日（
月
）【
中
学
部
】７
月
23
日（
火
）

【
高
等
部
】
入
学
相
談
会
７
月
24
日
（
水
）

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
川
養
護
学
校
本
宮
校
舎
（
豊
川
市
大

木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93
局
０
５
１
５

▼
期
日
＝
【
高
等
部
】
学
校
説
明
会
６
月

３
日
（
月
）　

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の

遅
れ
や
情
緒
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
聾
学
校
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45
局
２
０
４
９

（
０
５
３
２
）47
局
７
５
４
５

▼
期
日
＝【
高
等
部
】見
学
説
明
会
６
月
18
日

（
火
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分　

▼
対
象

＝
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
大
府
養
護
学
校
（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48
局
５
３
１
１

▼
期
日
＝
【
小
・
中
学
部
・
高
等
部
】
10

月
23
日
（
水
）、
11
月
15
日
（
金
）　

▼
対

象
＝
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１　

里
親
の
体
験
発
表
お
よ
び
里
親
制
度
の
説

　

来
年
度
に
小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予

定
で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援

学
校
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
、
直
接
電
話
で
各
学
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
特

別
支
援
学
校
で
は
、
体
験
入
学
以
外
の
日

に
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▪
豊
橋
養
護
学
校
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

▼
期
日
＝【
小
・
中
学
部
】６
月
28
日（
金
）、

10
月
25
日
（
金
）【
高
等
部
】
進
学
説
明

会
６
月
10
日
（
月
）　

▼
対
象
＝
手
足
の

不
自
由
な
お
子
さ
ん

◉
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
土
か
ら
９
月
30
日
月
ま

で
を
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
期
間
と
し
、
職

員
は
軽
装
で
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

電波利用環境保護周知啓発強化期間
６月１日土～１０日月

守ろう！電波のルール

電波を使うには原則免許が必要です。
電波のルールを守りましょう。

　 ▼総務省 東海総合通信局
　不法無線局の相談は☎（０５２）９７１局９１０７
　テレビ等の受信障害の相談は☎（０５２）９７１局９６４８
　 http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/

県
立
養
護
学
校
体
験
入
学

里
親
養
育
体
験
発
表
会 

参
加
者

海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間

６
月
１
日
土
～
30
日
日

エ
イ
ズ
休
日
即
日
検
査

寄
付

D
O
N
ATIO

N
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其の

146

　文化財課 　２３局３６３５
　　　　　 　２２局３８１１

　

大
正
時
代
の
終
わ
り
か
ら
戦
前
ま
で
に

発
刊
さ
れ
た
『
愛
知
県
史
跡
名
勝
天
然
記

念
物
報
告
』
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
現
在
の
文
化
財
保
護
法
の
前
身
と

な
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
が
大

正
8
年
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

県
内
の
重
要
な
遺
跡
や
天
然
記
念
物
を
調

査
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
名
古
屋
城

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
時
話
題
と
な
っ

た
遺
跡
、
田
原
市
で
は
田
原
城
や
伊
良
湖

岬
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
然
記
念
物
も
積
極
的
に
報
告
さ
れ
、

私
の
聞
い
た
こ
と
も
な
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
市
内
で
は
、「
野
田
村
大

字
野
田
葭あ
し
い
け池
（
芦
ヶ
池
）
の
鬼お
に
ば
す蓮
」「
赤

羽
根
村
大
字
赤
羽
根
光
明
寺
の
竹ち
く
は
く柏
（
ナ

ギ
）」「
野
田
村
野
田
尋
常
小
学
校
の
ほ
る

と
の
木
」「
伊
良
湖
村
大
字
長
池
の
白し
ろ
ば
な花
の

長な
が
ば葉
の
石い
し
も
ち
そ
う

持
草
」「
野
田
村
大
字
野
田
法
光

院
の
栂つ

が樹
」
が
報
告
さ
れ
、こ
れ
ら
の
う
ち
、

戦
後
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

西
山
町
の
シ
ロ
バ
ナ
ナ※

１

ガ
バ
ノ
イ
シ
モ

チ
ソ
ウ
は
昭
和
33
年
に
県
の
指
定
と
な
り

ま
し
た
が
、
環
境
変
化
や
盗
掘
に
よ
っ
て

絶
滅
し
、
昭
和
51
年
に
指
定
解
除
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
で
も
市
の
指
定
と
な
っ
て

大
事
に
保
護
さ
れ
て
い
る
野
田
小
学
校
の

ホ
ル
ト
ノ
キ
以
外
は
、
残
念
な
が
ら
今
は

も
う
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭

和
42
年
に
県

指
定
と
な
っ

た
保
美
町
の

霊
山
寺
の
ヤ

マ
ト
タ
チ
バ

ナ
は
、
枯
死

し
昭
和
59
年

指
定
解
除
と

な
っ
た
こ
と

も
書
き
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
天
然
記
念
物
は
、
地
元
の
方
と
深
く
関

わ
り
な
が
ら
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
大
事
な
も
の
が
あ
っ
た
記

録
を
残
し
、
そ
の
意
義
を
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
折
に
、
あ
る
研
究
機
関
か

ら
、
市
の
農
政
課
を
通
じ
て
芦
ヶ

池
の
オ※

２

ニ
バ
ス
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

あ
る
生
息
地
の
保
護
対
策
を
立
て
る
た
め

で
し
た
。

　

し
か
し
、
オ
ニ
バ
ス
は
芦
ヶ
池
の
調
整

池
を
造
る
た
め
、
生
息
場
所
か
ら
移
さ
れ
、

残
念
な
こ
と
に
現
在
で
は
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
の
記
憶
に
は
、
水
面
に
力
強

く
浮
か
ぶ
オ
ニ
バ
ス
の
葉
と
花
の
姿
が
焼

き
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
25
年
も
前
の

こ
と
で
す
。

　

報
告
書
に
は
「
吾わ

が

県
内
鬼お
に
ば
す蓮
の
発
生
地

少
か
ら
ず
と
雖
い
え
ど
も
未
だ
完
全
に
保
護
せ
ら

る
る
所
な
し
。
さ
れ
ば
出
来
得
べ
く
ん
ば

当
池
の
一
部
を
限
り
て
な
り
と
も
指
定
を

受
け
て
永
遠
に
保
存
繁
殖
を
は
か
ら
れ
ん

事
を
望
む
」
と
あ
り
ま
す
。

　

市
で
所
有
し
て
い
る
オ
ニ
バ
ス
の
葉
の

標
本
は
、
痛
ま
し
く
何
か
を
訴
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

失
わ
れ
た
天
然
記
念
物

【
表
紙
の
写
真
】田
原
ま
つ
り
会
館〈
田
原
町
〉

▼
田
原
ま
つ
り
会
館
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。伝
統
と
個
性
あ
ふ
れ
る
田

原
の
凧
と
山
車
を
間
近
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
で
す
。伝
統
を
守
り
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と

で
す
が
、日
本
人
と
し
て
と
て
も
誇
り

高
い
こ
と
で
す
。い
つ
で
も
行
け
る
か

ら
こ
そ
な
か
な
か
行
か
な
い
、田
原
を

知
る
施
設
が
市
内
に
は
点
在
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
。（
Ｏ
）

※
１【
ナ
ガ
バ
ノ
イ
シ
モ
チ
ソ
ウ
】
食
虫
植

物
。
西
山
町
の
花
は
白
く
、
さ
ら
に
貴

重
で
あ
っ
た

※
２【
オ
ニ
バ
ス
】
ス
イ
レ
ン
科
の
植
物
で
、

葉
に
ト
ゲ
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
（
増
山
） ▲オニバスの標本

◦大正時代のオニバス（芦ヶ池）
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